


　

平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す

　

ご
来
賓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

年
度
末
を
控
え
公
務
ご
多
端
の
折
、
藤

原
紫
波
町
長
さ
ん
、
盛
岡
地
方
振
興
局

農
政
部
農
村
整
備
室
の
高
橋
室
長
さ
ん
、

矢
巾
町
の
橘
収
入
役
さ
ん
、
花
巻
市
石

鳥
谷
総
合
支
所
の
菅
原
副
参
事
さ
ん
の

ご
臨
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
皆
様
方
か
ら
は

当
土
地
改
良
区
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

な
る
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
総
代
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

春
の
農
作
業
の
準
備
等
で
お
忙
し
い
中
、

ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
業
務
運
営
は
勿
論
の
事
、

各
種
事
業
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す

事
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
冬
は
昨
年
と
は
異
な

り
近
年
に
無
い
記
録
的
な
暖
冬
で
、
穏

や
か
な
日
々
を
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
反
面
、
こ
の
先
の
大
き
な
気
象

の
変
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
異
常

な
天
候
が
動
植
物
に
も
影
響
を
与
え
、

稲
の
生
育
に
も
変
化
を
及
ぼ
す
事
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
少

雪
、
少
雨
の
天
候
の
下
、
組
合
員
の
皆

様
に
は
水
不
足
を
心
配
さ
れ
て
い
る
事

と
思
い
ま
す
が
、
本
日
の
両
ダ
ム
の
貯

水
量
は
山
王
海
ダ
ム
で
三
千
六
百
六
十

に
基
づ
く
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
は
、

農
地
や
農
業
用
施
設
等
の
資
源
保
全
の

た
め
の
施
策
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

行
う
共
同
活
動
に
対
し
て
支
援
さ
れ
る

事
業
で
あ
り
ま
す
。
既
に
組
織
の
設
立

や
活
動
計
画
の
作
成
に
着
手
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
当
土
地
改
良
区
管

内
の
活
動
組
織
の
面
積
は
、
三
十
一
地

区
で
二
千
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
管
内
に
占
め
る
割
合
は
七
割
に

上
っ
て
お
り
ま
す
。
農
村
の
自
然
環
境

や
景
観
に
対
す
る
国
民
の
期
待
や
要
請

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
農
村
は
み
ん

な
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
場
所
と
い
う
意
識
か
ら
、

こ
の
活
動
が
大
き
く
膨
ら
む
に
違
い
な

い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
土
地
改
良
区

と
致
し
ま
し
て
も
、
施
設
の
長
寿
命
化

と
い
う
事
業
主
旨
に
お
い
て
密
接
に
関

係
し
て
お
り
、
是
非
と
も
関
係
機
関
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
組

織
と
一
体
と
な
っ
た
資
源
保
全
に
努
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ほ
場
施
設
も
昭
和
五
十
年
代
に
整
備

さ
れ
た
地
区
も
あ
り
、
老
朽
化
が
進
み
、

こ
れ
ら
施
設
の
維
持
管
理
や
更
新
が
課

題
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
基
幹
水

利
施
設
管
理
事
業
や
維
持
管
理
適
正
化

事
業
、
新
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
保
全
対

策
事
業
等
々
を
実
施
し
、
少
し
で
も
組

合
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
賦
課
金

は
、
前
年
度
と
同
額
の
十
ア
ー
ル
当
り

四
千
五
百
円
で
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は
、
冷
害
対

策
を
講
じ
た
平
成
十
六
年
を
除
け
ば
十

一
年
間
の
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。

　

又
、
未
収
賦
課
金
の
回
収
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
「
滞
納
金
検
討
会
」
を
設

立
し
、
役
職
員
一
体
と
な
り
、
未
納
者

と
理
解
を
深
め
、
引
き
続
き
回
収
に
努

め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
ご
提
案
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

案
件
は
、
第
五
号
議
案
か
ら
第
十
八
号

議
案
ま
で
の
十
四
議
案
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
慎
重
に
ご
審
議
頂
き
、
原
案
ど

お
り
ご
承
認
下
さ
る
様
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
に
、
組
合
員
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
様
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
力
致
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
土
地
改

良
区
と
し
て
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
組
合
員
並
び
に
関
係
機

関
の
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　

通
常
総
代
会
挨
拶

通
常
総
代
会
挨
拶

通
常
総
代
会
挨
拶

万
ト
ン
、
貯
水
率
が
九
十
五
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
葛
丸
ダ
ム
で
は
三
百
三
十
七

万
ト
ン
、
貯
水
率
が
六
十
七
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

代
掻
き
期
や
田
植
え
時
期
に
は
支
障
な

く
供
給
が
出
来
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

農
作
業
を
行
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
又
、
今
年
は
春
の
配
水
計
画
を
見

直
し
ま
し
て
、
田
植
え
後
の
普
通
期
に

増
配
水
を
し
、
水
利
調
整
組
合
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
水
量
が
不
足
し
て
い
る

地
区
に
配
慮
し
た
適
切
な
配
水
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
る

「
新
た
な
る
食
料
、
農
村
基
本
計
画
」
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平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
は
、
去

る
三
月
十
九
日
（
月
）
午
前
九
時
よ
り

当
土
地
改
良
区
二
階
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
現
員
四
十
八
名
中
四
十
七
名
出

席
の
も
と
、
来
賓
に
紫
波
町
長
藤
原
孝

様
、
盛
岡
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整

備
室
長
高
橋
重
安
様
、
同
農
村
整
備
室

管
理
用
地
課
副
主
幹
向
駒
木
幸
悦
様
、

矢
巾
町
収
入
役
橘
誠
様
、
花
巻
市
石
鳥

谷
総
合
支
所
副
参
事
菅
原
康
之
様
を
迎

え
、
高
橋
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
の

の
ち
、
議
長
に
北
條
文
雄
総
代
（
志
和

地
区
）
が
選
出
さ
れ
、
山
王
海
土
地
改

良
区
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
他
十

三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
全

議
案
が
満
場
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
同
日
午
前
十
一
時
よ
り
理
事
の

補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
及
び
選
挙
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

佐
藤
由
司
夫
理
事
の
逝
去
に
伴
う
、
理
事
の
補
欠
選
挙
が
総
代
会

の
当
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
議
事
を
中
断
し
執
行
さ
れ
、
松
崎
健
一
氏

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
五
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
特

　

別
会
計
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

第
十
六
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
組

　

合
員
資
格
喪
失
に
よ
る
決
済
額
の

　

決
定
に
つ
い
て

第
十
七
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
県

　

営
事
業
工
事
費
繰
上
償
還
金
額
の

　

決
定
に
つ
い
て

第
十
八
号
議
案　

転
用
農
用
地
に
対

　

す
る
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度

　

通
常
総
代
会
開
催

平
成
十
八
年
度

　

通
常
総
代
会
開
催

平
成
十
八
年
度

　

通
常
総
代
会
開
催

平
成
十
九
年
三
月
十
九
日
開
催

平
成
十
九
年
度
予
算
ほ
か
を
決
定

理
事
の
補
欠
選
挙
を
執
行

議長を務める北條文雄総代

〔
決
定
さ
れ
た
提
出
議
案
内
容
〕

第
五
号
議
案　

山
王
海
土
地
改
良
区      

　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

　

策
に
関
わ
る
改
正
等

第
六
号
議
案　

山
王
海
土
地
改
良
区

　

維
持
管
理
計
画
書
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て

　
　

市
町
合
併
に
よ
る
区
域
表
示
変

　

更
が
主
な
内
容
。

第
七
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
一
般

　

会
計
収
入
支
出
第
二
次
補
正
予
算

　

に
つ
い
て

第
八
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
特
別

　

会
計
収
入
支
出
第
二
次
補
正
予
算

　

に
つ
い
て

第
九
号
議
案　

規
約
第
四
十
一
条
の

　

規
定
に
よ
る
金
銭
預
入
先
決
定
に

　

つ
い
て

第
十
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ

　

い
て
（
一
般
会
計
）

第
十
一
号
議
案　

長
期
借
入
つ
い
て

　

（
一
般
会
計
）

第
十
二
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
一

　

般
会
計
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

第
十
三
号
議
案　

一
時
借
入
に
つ
い
て

第
十
四
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に

　

つ
い
て
（
特
別
会
計
）

役
員（
理
事
）補
欠
選
挙
に
よ
る
新
理
事
決
定

役
員（
理
事
）補
欠
選
挙
に
よ
る
新
理
事
決
定

松　

崎　

健　

一

　

紫
波
町
小
屋
敷
字
京
田
五
九
番
地

　

（
担
当
）
事
業
委
員
長

　
　
　
　
　

管
理
担
当
理
事
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平
成
十
八
年
度
末
の
異
動
に
よ
り
、
こ

の
ほ
ど
、
農
村
整
備
室
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
前
室
長
同
様
に
宜
し
く
ご
指
導

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
山
王
海

土
地
改
良
区
の
組
合
員
及
び
役
職
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ
春
本

番
と
な
り
、
出
来
秋
へ
の
期
待
と
と
も
に

田
植
な
ど
農
作
業
に
忙
し
い
思
い
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
役
職
員
及
び

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
室
所

管
の
県
営
事
業
等
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

多
く
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
新
た
な
政
策
と
し
て
農
家

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

従
来
の
作
物
ご
と
の
対
策
か
ら
農
家
個
人

ま
た
は
集
落
営
農
な
ど
一
定
の
条
件
を
備

え
た
担
い
手
に
支
援
を
行
う
仕
組
み
と
な

り
ま
し
た
。
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
の
中
で
以
前
か
ら
地
域
農
業
を
支
え

る
担
い
手
の
確
保
、
育
成
が
大
き
く
叫
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
県
と
し
て
も
、
新
た

な
経
営
安
定
対
策
の
実
施
を
踏
ま
え
て
農

政
分
野
に
お
け
る
本
年
度
の
最
大
の
テ
ー

マ
と
し
て
そ
の
対
策
に
取
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
農
業
農
村
整
備
の
分
野
で

は
、
こ
の
担
い
手
の
確
保
、
育
成
を
下
支

え
す
る
た
め
、
作
業
の
効
率
化
と
担
い
手

へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め
る
た
め
の

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
特
に
重
点

を
置
い
て
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

と
並
ぶ
車
の
両
輪
の
一
つ
と
し
て
、
農
地
･

水
･
環
境
保
全
向
上
対
策
が
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
地
や
農
業
用
水

な
ど
の
資
源
（
ふ
る
さ
と
資
源
）
は
従
来

農
家
の
手
で
維
持
保
全
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
農
村
の
高
齢
化
や
混
住
化
の
進
行
に

よ
り
こ
れ
ら
の
資
源
を
守
る
地
域
の
「
ま

と
ま
り
」
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民

や
自
治
会
な
ど
が
参
加
す
る
地
域
組
織
の

活
動
に
よ
り
ふ
る
さ
と
資
源
を
守
る
と
と

も
に
良
好
な
農
村
環
境
を
形
成
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
ア
ド
プ
ト
制
度
の
展
開

と
相
ま
っ
て
本
対
策
に
よ
る
実
効
あ
る
活

動
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
記
録
的
な
厳
冬
で
し
た
が
、
今

年
は
そ
の
反
動
の
た
め
か
こ
れ
ま
た
記
録

的
な
暖
冬
と
な
り
ま
し
た
。
気
象
庁
は
、

四
、
五
月
頃
に
南
米
ペ
ル
ー
沖
の
東
部
太

平
洋
赤
道
海
域
の
海
面
水
温
が
平
年
よ
り

低
く
な
り
、
世
界
的
な
異
常
気
象
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
る
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
発
生

の
可
能
性
が
高
い
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
態
か
と
懸
念
す
る

と
と
も
に
、
今
年
の
稲
作
や
畑
作
へ
の
影

響
が
な
け
れ
ば
良
い
が
と
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

お
わ
り
に
、
山
王
海
土
地
改
良
区
及
び

組
合
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

農
作
業
の
安
全
、
豊
か
な
実
り
の
秋
到
来

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
当
室
所
管
事
業

へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

〇
退
職　

　

高
橋　

重
安（
農
村
整
備
室
長
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
花
巻
総
合
支
局
農
林
部

　

農
村
整
備
室
主
任

　

川
村　

良
明（
農
地
整
備
課
主
任
）

〇
宮
古
地
方
振
興
局
土
木
部
主
幹
兼
管
理
課
長

　

松
田　

光
夫（
管
理
用
地
課
長
）

〇
久
慈
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室

　

副
主
幹
兼
主
査

　

向
駒
木
幸
悦（
管
理
用
地
課
副
主
幹　

　
　
　
　
　
　
　

兼
主
査
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部
農
村
整
備
室
主
査

　

中
家　

武
雄（
管
理
用
地
課
主
任
）

〇
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
主
任

　

下
平　

暢
樹（
農
村
計
画
課
技
師
）

〇
久
慈
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
主
査

　

佐
々
木　

耕（
農
地
整
備
課
主
査
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部
農
村
整
備
室

　

技
術
主
幹
兼
農
地
整
備
課
長

　

三
浦　

哲
儀（
農
村
環
境
課
長
）

〇
農
村
整
備
室
長

　

伊
藤
日
出
輝（
二
戸
振
興
局
農
政
部
農
村

　
　
　
　
　
　
　

整
備
室
長
）

〇
管
理
用
地
課
長

　

高
橋　

和
成（
県
南
広
域
振
興
局
花
巻

　
　
　
　
　
　
　
総
合
支
局
地
域
支
援
部

　
　
　
　
　
　
　

特
命
課
長
）

〇
管
理
用
地
課
主
任

　

高
橋　

和
幸（
県
土
整
備
部
北
上
川
上
流

　
　
　
　
　
　
　

流
域
下
水
道
事
務
所
主
任
）

〇
農
地
整
備
課
主
査

　

瀬
川　

幸
司（
県
南
広
域
振
興
局
一
関

　
　
　
　
　
　
　
総
合
支
局
農
林
部
農
村

　
　
　
　
　
　
　

整
備
室
主
査
）

〇
農
村
環
境
課
長

　

白
藤　

隆
史（
県
南
広
域
振
興
局
一
関
総

　
　
　
　
　
　

合
支
局
農
林
部
農
村
整
備

　
　
　
　
　
　
　

室
農
村
建
設
課
長
）

〇
二
戸
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
長

　

千
田　

良
文（
農
村
整
備
室
長
）

〇
退
職

　

中
村　
　

賢（
管
理
用
地
課
副
主
幹
兼
主
査
）

〇
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課
主
任

　

川
村　

進
一（
管
理
用
地
課
主
任
）

〇
久
慈
地
方
振
興
局
土
木
部
主
査

　

類
家　

昭
義（
農
村
計
画
課
主
査
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
一
関
総
合
支
局
農
林 

　

部
農
村
整
備
室
農
村
建
設
課
長

　

小
山　

隆
一（
農
村
建
設
課
長
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部
農
村
整
備
室
主
任
主
査

　

藤
原　

春
雄（
農
村
建
設
課
技
術
副
主
幹

　
　
　
　
　
　
　

兼
主
査
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
一
関
総
合
支
局
農
林

　

部
農
村
整
備
室
主
任
主
査

　

葛
巻　

将
博（
豊
沢
ダ
ム
管
理
所
主
任
主
査
）

〇
農
村
整
備
室
長

　

山
本　
　

均（
久
慈
地
方
振
興
局
農
政

　
　
　
　
　
　
　

部
農
村
整
備
室
長
）

〇
農
村
建
設
課
長

　

菊
池　

芳
史（
県
南
広
域
振
興
局
一
関
総
合

　
　
　
　
　
　
　

支
局
農
林
部
農
村
整
備
室
農

　
　
　
　
　
　
　
　
村
計
画
課
長
）

〇
管
理
用
地
課
主
任
主
査

　

千
葉　

三
郎（
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

主
任
主
査
）

〇
農
村
建
設
課
主
任
主
査

　

小
野
寺
忠
夫（
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

主
任
主
査
）

〇
管
理
用
地
課
主
事

　

佐
々
木
崇
史（
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部

　
　
　
　
　
　
　

農
村
整
備
室
主
事
）　

新
任
ご
挨
拶

新
任
ご
挨
拶

新
任
ご
挨
拶

盛
岡
地
方
振
興
局

　

農
政
部
農
村
整
備
室

室
長

伊
藤
日
出
輝

盛
岡
地
方
振
興
局

農
政
部
農
村
整
備
室

転
出
者

転
出
者

人
事
異
動

人
事
異
動

転
入
者

転
入
者

県
南
広
域
振
興
局
花
巻
総
合
支
局

農
林
部
農
村
整
備
室

4



収　　　　入 予算額(円)
組　　合　　費
補　　助　　金
交　　付　　金
負　　担　　金
繰　　入　　金
借　　入　　金
委　　託　　料
繰　　越　　金
そ の 他 収 入
（その他収入内訳）
　決 済 金

　財 産 収 入

　使 用 料

　雑 収 入

合　　　計

184,151,630
9,659,200
16,420,000
52,573,555
269,713,249
201,760,000
53,111,650
6,500,000
7,497,803

3,000

150,000

3,614,803

3,730,000

801,387,087

支　　　　出 予算額(円)
事　　務　　費
維 持 管 理 費
財　　産　　費
区 債 及 借 入 金
負担金及寄付金
諸　　　　　費
繰　　出　　金
そ の 他 支 出
（その他支出内訳）
　選 挙 費

　事 務 所 費

　新規土地改良事業調査費

　補 助 金

　災害復旧事業費

　予 備 費

合　　　計

199,535,583
29,512,300
6,987,000

448,929,393
86,819,000
6,214,497
16,262,600
7,126,714

1,000

3,611,037

1,000

1,000

1,000

3,511,677

801,387,087

平成18年度通常総代会において可決
総額　８億１３８万７千円

事務費 (24.9％)

区債及借入金 (56.0％)

負担金及寄付金
(10.8％)

諸費 (0.8％)
その他支出 (0.9％)

繰出金 (2.0％)

維持管理費
(3.7％)

財産費 (0.9％)

支出合計
801,387,087

組合費 (23.0％)

繰入金 (33.7％)

借入金 (25.2％)

委託料 (6.6％)

繰越金 (0.8％) その他収入 (0.9％)

収入合計
801,387,087

補助金 (1.2％)

交付金 (2.0％)

負担金 (6.6％)

平成19年度一般会計収入支出予算の概要平成19年度一般会計収入支出予算の概要
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水分第二県ぽ

支出 収入
13,703,000

償 還 会 計

支出 収入
5,501,694

繰出金
（95.6％）
13,102,899

借入金
（67.4％）
3,707,097

賦課金
（66.3％）
3,644,980

繰越金
（27.3％）
1,500,000

繰出金
（16.5％）
909,338

諸費
(10.9％）
600,000

負担金　121,370
雑収入　125,000
繰入金　109,344
決済金　 1,000
(6.4％）

賦課金
（86.1％）
11,799,000

管理費
(1.5％）
200,000

諸　費　 15,000
予備費　385,101
(2.9％）

積立金繰入金
(11.7％)
1,600,000

赤石第一県ぽ

支出 収入
40,712,500

繰出金
（89.8％）
36,560,614

賦課金
（69.9％）
28,465,500

借入金
（27.6％）
11,240,000

償還金
(4.2％）
1,729,999

管理費
(2.5％）
1,000,000

雑収入　204,000
繰越金　100,000
(2.2％)

諸　費 50,000
予備費 1,371,887
(3.5％）

雑収入　　　306,000
積立金繰入金 1,000
繰越金　　　700,000
(2.5％）

赤石第二県ぽ

支出 収入
43,971,000

繰出金
（93.5％）
41,127,219

賦課金
（82.5％）
36,261,000

管理費
(2.5％）
1,080,000

諸　費 120,000
予備費 1,643,781
(4.0％）

管理費
(2.4％）
400,000

諸　費 120,000
予備費 578,102
(4.1％）

雑収入　510,000
繰越金　200,000
(1.6％）

紫波中央県ぽ

支出 収入
16,945,500

繰出金
（93.5％）
15,847,398

賦課金
（67.2％）
11,390,500

雑収入　 255,000
繰越金　1,000,000
(7.4％）

予備費
(5.2％)
285,259

南野原県ぽ

支出 収入
1,318,600

繰出金
（33.3％）
439,920

管理費
（24.3％）
320,000

予備費
（40.1％）
528,680

賦課金
（74.1％）
977,600

繰越金
（22.8％）
300,000

諸費
(2.3％）
30,000

雑収入
(3.1％）
41,000

山王海県ぽ(51)

支出 収入
26,735,500

繰出金
（91.1％）
24,343,256

賦課金
（85.0％）
22,714,500

諸　費 101,000
予備費 1,171,244
(4.7％）

管理費
(4.2％)
1,120,000

繰越金　3,000,000
(11.2％）

積立金繰入金
(15.9％）
7,000,000

水分県ぽ

支出 収入
40,974,000

繰出金
（96.1％）
39,384,934

賦課金
（86.3％）
35,364,000

諸　費 60,000
予備費 1,119,066
(2.9％）

雑収入　　1,020,000
積立繰入金 1,000
(3.8％）

雑収入 510,000
繰越金 100,000
(1.5％）

管理費
(1.0％）
410,000

積立金繰入金
(12.2％）
5,000,000

（単位：円）

積立金繰入金
（25.4％）
4,300,000

平成19年度特別会計収支予算の概要平成19年度特別会計収支予算の概要
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八幡東部県ぽ

支出 収入
6,925,000

上平沢県ぽ

支出 収入
16,846,500

繰出金
（84.6％）
5,856,669

繰出金
（94.7％）
15,954,743

賦課金
（59.6％）
10,042,500

賦課金
（95.6％）
6,621,000

諸　費 30,000
予備費 728,331
(10.9％）

雑収入 204,000
繰越金 100,000
(4.4％）

雑収入 51,000
繰越金 100,000
(1.7％）

雑収入 102,000
繰越金 500,000
(5.8％）

雑収入 102,000
繰越金 700,000
(11.4％）

雑収入 204,000
繰越金 1,000,000
(7.2％）

南日詰県ぽ

支出 収入
8,853,000

繰出金
（85.7％）
7,584,779

賦課金
（98.3％）
8,702,000

県営土地総黒西

支出 収入
10,394,000

繰出金
（89.2％）
9,267,540

賦課金
（94.2％）
9,792,000

県営土地総南寺林

支出 収入
7,015,620

繰出金
（85.6％）
6,002,475

賦課金
（88.6％）
6,213,620

諸　費 120,000
予備費 521,757
(3.8％）

積立金繰入金
(33.2％）
5,600,000

雑収入 102,000
繰越金 300,000
(3.8％）

雑収入 102,000
繰越金 1,000,000
(12.0％）

土舘県ぽ

支出 収入
10,774,500

繰出金
（90.8％）
9,783,708

賦課金
（81.4％）
8,772,500

宮手稲藤県ぽ

支出 収入
9,159,000

繰出金
（94.7％）
8,674,341

賦課金
（88.0％）
8,057,000

上台大下通県ぽ

支出 収入
4,270,000

繰出金
（91.0％）
3,885,820

賦課金
（83.6％）
3,568,000

管理費
(1.5％）
250,000

諸　費 30,000
予備費 520,792
(5.1％）

管理費
(4.1％）
440,000

管理費
(4.5％）
310,000

諸　費 420,000
予備費 598,221
(11.5％）

管理費
(2.8％）
250,000

積立金繰入金
(14.8％）
1,600,000

雑収入 2,000
繰越金 100,000
(2.3％）

積立金繰入金
(14.1％）
600,000

（単位：円）

諸　費 30,000
予備費 204,659
(2.6％）

管理費
(2.7％）
250,000

諸　費 20,000
予備費 214,180
(5.5％）

管理費
(3.5％）
150,000

諸　費 20,000
予備費 476,460
(4.7％）

管理費
(6.1％）
630,000

諸　費 10,000
予備費 493,145
(7.1％）

管理費
(7.3％）
510,000

平成19年度特別会計収支予算の概要平成19年度特別会計収支予算の概要
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新農業水利システム
保全対策事業山王海第一地区

支出 収入
7,972,900

補助金
（55.6％）
4,435,000管理省力化

施設整備
事業

（88.7％）
7,070,000

助成金 707,000
雑収入　　1,000
繰越金 1,000
(8.9％）

繰入金
(35.5％）
2,828,900計画策定業務委託費

　　　　　900,900
諸　費　　　1,000
予備費　　　1,000
(11.3％）

新農業水利システム
保全対策事業山王海第二地区

支出 収入
7,972,900

管理省力化
施設整備
事業

（88.7％）　　
7,070,000　　

県営土地総中寺林

支出 収入
4,783,200

繰出金
（85.8％）
4,102,596

賦課金
（96.8％）
4,632,200

雑収入 51,000
繰越金 100,000
(3.2％）

諸　費 220,000
予備費 260,604
(10.0％）

管理費
(4.2％）
200,000

維持管理事業

支出 収入
10,516,800

繰入金
（100％）
10,516,800

維持管理
事業費　
（100％）
10,516,800

担い手育成支援事業

支出 収入
17,884,000

助成金
17,883,000
雑収入
　　 1,000
（100％）

繰出金
17,883,000
諸　費
　　 1,000
（100％）

（単位：円）

平成19年度特別会計収支予算の概要平成19年度特別会計収支予算の概要

平成19年度県営事業繰上償還金平成19年度県営事業繰上償還金

補助金
（55.6％）
4,435,000

助成金 707,000
雑収入　　1,000
繰越金 1,000
(8.9％）

繰入金
(35.5％）
2,828,900計画策定業務委託費

　　　　　900,900
諸　費　　　1,000
予備費　　　1,000
(11.3％）

県営事業工事費（特別会計賦課金）を一括で支払う場合の金額です。

地　　　区　　　名 １０アール当り金額(円) 地　　　区　　　名 １０アール当り金額(円)
水 分 県 ぽ
水 分 第 二 県 ぽ
赤石第一県ぽ(第一工区 )
赤石第一県ぽ(第二工区 )
赤 石 第 二 県 ぽ
紫 波 中 央 県 ぽ
上 平 沢 県 ぽ
土 舘 県 ぽ
宮 手 稲 藤 県 ぽ

70,866
111,163
69,177
218,159
144,517
110,821
105,951
34,380
31,303

78,323
113,209
33,800
95,719
109,648
141,757
87,777
108,497
121,887

上 台 大 下 通 県 ぽ
八 幡 東 部 県 ぽ
八幡東部県ぽ(パイプライン)

県 営 土 地 総 黒 西

県営土地総南寺林

一 般
暗渠(A)
暗渠(B)
一 般
暗渠(A)
暗渠(B)
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「水土里ネット」は
　　「土地改良区」の愛称です。



　　
◇
役
員
（
理
事
）
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
委
員
会
規
程

　　

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
委
員
長
の

　　

選
任
に
つ
い
て

　
◇
退
任
役
員
に
対
す
る
感
謝
状
と
記

　　

念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

　
◇
土
地
改
良
調
査
計
画
委
託
契
約
に

　　

つ
い
て
（
北
上
川
流
域
）

　
◇
換
地
業
務
委
託
変
更
契
約
に
つ
い
て 

（
南
日
詰
地
区
）

　
　
　
　
　

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
職
員
の
諸
給

　　

与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
臨
時
職
員
の

　　

雇
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

　　

に
つ
い
て

　
◇
農
林
漁
業
資
金
借
入
金
の
繰
上
償
還

　　

に
つ
い
て
（
八
幡
東
部
県
ぽ
地
区
）

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
管
理
に
関
わ
る

　　

施
設
の
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

（
山
晃
有
限
会
社
）

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
管
理
に
関
わ
る

　　

施
設
の
使
用
料
の
免
除
に
つ
い
て

（
赤
石
幼
稚
園
）

　
◇
平
成
十
八
年
度
農
地
情
報
シ
ス
テ

　　

ム
デ
ー
タ
更
新
業
務
の
発
注
に
つ

　　

い
て

　
◇
滞
納
処
分
に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
開
催

　　

日
時
の
決
定
に
つ
い
て

　
◇
役
員
（
理
事
）
補
欠
選
挙
に
伴
う

　　

管
理
者
及
び
立
会
人
の
指
名
に
つ

　　

い
て

　
◇
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
予

　　

算
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
定
款
の
一
部

　　

改
正
に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
維
持
管
理
計

　　

画
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
◇
滞
納
金
検
討
会
（
仮
称
）
の
設
立

　　

に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
規
約
第
二
十

　　

一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
担
当
理

　　

事
に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
委
員
会
規
程

　　

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
委
員
長
の

　　

選
任
に
つ
い
て

　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
就
業
規
則
並

　　

び
に
安
全
衛
生
管
理
規
程
に
つ
い
て

　
◇
換
地
評
価
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

（
南
日
詰
地
区
）

　
◇
補
助
監
督
委
託
業
務
の
契
約
に
つ

　　

い
て
（
南
日
詰
地
区
）

　
◇
滞
納
処
分
認
可
申
請
に
つ
い
て

　
◇
水
門
、
水
路
監
視
人
の
雇
用
に
つ

　　

い
て　

　
◇
水
利
調
整
組
合
に
対
す
る
補
助
額

　　

の
決
定
に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
九
年
度
維
持
管
理
事
業
の

　　

取
下
げ
に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
九
年
度
事
業
の
早
期
発
注

　　

に
つ
い
て

　
◇
総
代
研
修
に
つ
い
て

　
◇
処
務
規
程
第
四
十
四
条
、
第
四
十

　　

五
条
に
よ
る
表
彰
に
つ
い
て

　

固
定
化
、
高
額
化
す
る
滞
納

賦
課
金
の
回
収
強
化
を
図
る
た

め
、
今
年
度
よ
り
「
滞
納
金
検

討
会
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
役
員
全
員
と

改
良
区
担
当
職
員
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。

　
◇
農
林
漁
業
資
金
借
入
金
の
繰
上
償

　
　
還
に
つ
い
て
（
新
井
田（
５
）地
区
）

　
◇
県
有
土
地
改
良
財
産
譲
与
に
つ
い
て

　
◇
輪
転
機
の
更
新
に
つ
い
て

　
◇
カ
ラ
ー
複
写
機
の
更
新
に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
八
年
度
事
業
の
変
更
契
約  

　　

に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
九
年
度
山
王
海
ダ
ム
、
葛

　　

丸
ダ
ム
貯
水
計
画
に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
九
年
度
配
水
計
画
に
つ
い
て

　
◇
平
成
十
九
年
度
土
地
改
良
事
業
に

　　

つ
い
て

　
◇
平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
提
出

　　

案
件
に
つ
い
て

　　
◇
答
申
書
に
つ
い
て
（
水
利
委
員
会
）

　
◇
答
申
書
に
つ
い
て
（
事
業
委
員
会
）

　
◇
答
申
書
に
つ
い
て

（
換
地
評
価
委
員
会
）

　
◇
平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
提
出

　　

案
件
に
つ
い
て

　　
◇
山
王
海
土
地
改
良
区
定
款
第
十
九

　　

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
理
事
順

　　

位
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日

平
成
十
九
年
一
月
十
九
日

平
成
十
九
年
二
月
二
十
三
日

平
成
十
九
年
三
月
九
日

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日

滞
納
金
検
討
会
を
設
立

滞
納
金
検
討
会
を
設
立

●
本
土
地
改
良
区
の
理
事
で
あ

り
ま
し
た
佐
藤
由
司
夫
さ
ん

（
紫
波
町
升
沢
）
が
、
昨
年
十

二
月
七
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　

生
前
、
平
成
八
年
八
月
か
ら

総
代
に
就
任
、
平
成
十
八
年
八

月
よ
り
は
理
事
に
就
任
さ
れ
、

管
理
担
当
理
事
、
事
業
委
員
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
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番号 活 動 組 織 名 協定面積
(ha)

農地・水・環境保全向上対策　　ー管内で３１地区が実施ー

本年度から始まる「農地・水・環境保全向上対策」に管内では３１の活動組織が取り組みます！

管内全体で活動する面積（協定面積）は、約２,６３５haになり、約７割を占めることになりました。
番号 活 動 組 織 名 協定面積

(ha)
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

小計

紫波町

花巻市石鳥谷町

八幡地区環境保全活動組織

稲藤第一資源環境保全会

田面木環境を守る会

新山農地・水・環境保全向上を図る会

牡丹野地区資源保全推進活動組織

中央環境保全活動組織

沢田おにやんまの里

北田環境保全会

権現堂環境保全活動組織

漆立れいすいの里を守る会

十二神地区の環境を保全する会

上久保地域環境保全と創造の会

丹後土麗美の会

新田環境保全活動組織

岡田環境保全活動組織

越田地区環境を守る会

南山王環境整備の会

平沢上通地区環境を守る会

平中環境保全結の会

平沢北通りみどりを守る会

北日詰環境保全委員会

京田地域環境資源を守る会

犬渕環境を守る会

２３地区

60.5
89.3
61.0
39.5
57.2
69.4
29.7
57.3
61.0
39.1
67.5
83.9
95.0
69.0
76.8
67.4
38.2
136.6
38.8
61.4
88.1
72.5
72.0

1,531.2

360.1
83.4
65.5
83.2
149.3
132.0
151.7
78.8

1,104.0

葛丸の農村環境を守る会

下大瀬川美土里の会

富沢地域環境保全組合

第11区環境保全組合

北寺林・緑を守る会

八幡1区地域自然環境保全協会

南寺林資源保全組合

黒西地域環境保全組合

８地区

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

小計

1

2

20

19

21

2216

15

14

17

13

9

8
6

12

11

24
25

28

26

27

30

31

29

10
7

23

18

5

3

4

1011

管内合計 ３１地区 2,635.2

花巻市石鳥谷町

紫波町

農
地
・
水
向
上
活
動
（
施
設
の
長
寿
命
化
）

農村環境向上活動（生態系保全・景観形成活動）

資源の適切な維持保守（草刈・堰上げ等）

山王海
土地改良区

滝
名
川

葛
丸
川

北
上
川



番号 活 動 組 織 名 協定面積
(ha)

農地・水・環境保全向上対策　　ー管内で３１地区が実施ー

本年度から始まる「農地・水・環境保全向上対策」に管内では３１の活動組織が取り組みます！

管内全体で活動する面積（協定面積）は、約２,６３５haになり、約７割を占めることになりました。
番号 活 動 組 織 名 協定面積

(ha)
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

小計

紫波町

花巻市石鳥谷町

八幡地区環境保全活動組織

稲藤第一資源環境保全会

田面木環境を守る会

新山農地・水・環境保全向上を図る会

牡丹野地区資源保全推進活動組織

中央環境保全活動組織

沢田おにやんまの里

北田環境保全会

権現堂環境保全活動組織

漆立れいすいの里を守る会

十二神地区の環境を保全する会

上久保地域環境保全と創造の会

丹後土麗美の会

新田環境保全活動組織

岡田環境保全活動組織

越田地区環境を守る会

南山王環境整備の会

平沢上通地区環境を守る会

平中環境保全結の会

平沢北通りみどりを守る会

北日詰環境保全委員会

京田地域環境資源を守る会

犬渕環境を守る会

２３地区

60.5
89.3
61.0
39.5
57.2
69.4
29.7
57.3
61.0
39.1
67.5
83.9
95.0
69.0
76.8
67.4
38.2
136.6
38.8
61.4
88.1
72.5
72.0

1,531.2

360.1
83.4
65.5
83.2
149.3
132.0
151.7
78.8

1,104.0

葛丸の農村環境を守る会

下大瀬川美土里の会

富沢地域環境保全組合

第11区環境保全組合

北寺林・緑を守る会

八幡1区地域自然環境保全協会

南寺林資源保全組合

黒西地域環境保全組合

８地区

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

小計

1

2

20

19

21

2216

15

14

17

13

9

8
6

12

11

24
25

28

26

27

30

31

29

10
7

23

18

5

3

4

1011

管内合計 ３１地区 2,635.2

花巻市石鳥谷町

紫波町

農
地
・
水
向
上
活
動
（
施
設
の
長
寿
命
化
）

農村環境向上活動（生態系保全・景観形成活動）

資源の適切な維持保守（草刈・堰上げ等）

山王海
土地改良区

滝
名
川

葛
丸
川

北
上
川



平成１９年度土地改良事業平成１９年度土地改良事業
金額単位：千円

金額単位：円

経営体育成基盤整備事業

合　　　　計

南日詰 面工事　１１．５ha、埋蔵文化財調査、創設用地費 252 , 000
105 , 000
357 , 000

用・排水路工整備、用地測量他中寺林
２地区

２地区

事　　　業　　　名 地区名

H12～H22
H12～H22

工　期 事　業　内　容 事　業　費

《 県　営 》

中央幹線分水ゲート 塗装、水密ゴム取替え、開閉機オーバーホール 2 ,100

北幹線分水ゲート 塗装、水密ゴム取替え、開閉機オーバーホール 2 ,100

4 , 200

事　　業　　名 事　　業　　内　　容 事　業　費

《 維持管理適正化 》

１　号
２　号
３　号
４　号
５　号
６　号
７　号
８　号
９　号
10　号
11　号

北　幹　線
高　水　寺
中 央 幹 線
平　　　　沢
中央幹線赤石
南幹線上流部
志和地区南部
片 寄 犬 渕
南野原(石鳥谷)
葛 丸 上 堰
大　　　　北

用水管補修１ヶ所
給水栓移設１ヶ所、用水管改修１ヶ所
用水路嵩上１ヶ所、用水路装工１ヶ所
制水弁新設１ヶ所
用水管補修１ヶ所、制水弁改修１ヶ所、土砂吐施設改造１ヶ所、ネットフェンス改修１ヶ所
漏水対策１ヶ所
法面復旧１ヶ所、排水路補修２ヶ所、排水改良１ヶ所
用水管補修１ヶ所
土砂吐弁改修１ヶ所、排水路補修１ヶ所
用排水路装工２ヶ所
用排水路装工１ヶ所

合　　　　計

262 , 500
615 , 300
445 , 200
861 , 000
987 , 000
493 , 500

3 , 024 , 000
420 , 000

1 , 060 , 500
1 , 732 , 500
615 , 300

10 , 516 , 800

件　名 組　合　名 事　　業　　内　　容 事　業　費

《 維持管理事業 》

《 団体営 》

新農業水利システム
保全対策事業

（管理省力化施設整備）

山王海
第　一

山王海
第　二

管理省力化施設整備　排水路工９０m　実施設計一式
農業水利システム保全計画策定　保全計画策定一式

管理省力化施設整備　排水路工 １０４m　実施設計一式
農業水利システム保全計画策定　保全計画策定一式

7 ,900

7 , 900

15 , 800

事　　　業　　　名 地区名

H16～H20

H16～H20

工　期 事　業　内　容 事　業　費

合　　　　計

合　　　　計

平成１９年度決済金

平成１９年度特別会計賦課金平成１９年度一般会計賦課金

【 県 営 事 業 】
山王海県ぽ（51）以南
山王海県ぽ（51）以北
水 分 県 ぽ
水 分 第 二 県 ぽ
赤石第一県ぽ（第一工区)
赤石第一県ぽ（第二工区)
赤 石 第 二 県 ぽ
紫 波 中 央 県 ぽ
上 平 沢 県 ぽ
土 舘 県 ぽ
宮 手 稲 藤 県 ぽ
南 野 原 県 ぽ
上 台 大 下 通 県 ぽ
八 幡 東 部 県 ぽ
八幡東部県ぽ（パイプライン)
南 日 詰 県 ぽ
県営土地総黒西（一般 )

500
6,800
12,000
19,000
10,500
20,000
17,000
9,500
7,500
5,500
3,500
400
8,000
6,000
2,600
9,500
12,000

県営土地総黒西（暗渠Ａ)
県営土地総黒西（暗渠Ｂ)
県営土地総南寺林（一般)
県営土地総南寺林（暗渠Ａ)
県営土地総南寺林（暗渠Ｂ)
県営土地総中寺林

【 団 体 営 事 業 】
中堰地区（かん排)
中堰地区（暗　渠)
金矢地区（ か ん 排⑴)
金矢地区（か ん 排⑵)
金矢地区（ 暗 渠 )
大瀬川西部地区（暗渠⑴)
大瀬川西部地区（暗渠⑵)
大瀬川西部地区（暗渠⑶)
岩 清 水

13,000
14,000
8,800
9,800
10,800
4,600

1,500
5,600
400
1,500
6,800
2,200
2,800
4,800
9,500

賦課区分・地区名 賦課区分・地区名
１０アール当り
金 額（円）

１０アール当り
金 額（円）

１０アール当り
金 額（円）

１０アール当り
金 額（円）

【 一 般 会 計 】
（内訳）

維持管理事業決済金
県営事業分担金決済金
国営事業負担金決済金

【 特 別 会 計 】
水 分 県 ぽ
水 分 第 二 県 ぽ
赤石第一県ぽ（第一工区)
赤石第一県ぽ（第二工区)
赤 石 第 二 県 ぽ
紫 波 中 央 県 ぽ
上 平 沢 県 ぽ
土 舘 県 ぽ
宮 手 稲 藤 県 ぽ

116,700

47,000
2,700
67,000

58,216
96,533
53,227
201,769
125,837
93,581
89,371
26,700
21,313

上 台 大 下 通 県 ぽ
八 幡 東 部 県 ぽ
八幡東部県ぽ（パイプライン)
県営土地総黒西（一般 )
県営土地総黒西（暗渠Ａ)
県営土地総黒西（暗渠Ｂ)
県営土地総南寺林（一般)
県営土地総南寺林（暗渠Ａ)
県営土地総南寺林（暗渠Ｂ)
金 矢 地区（ か ん 排⑴)
金矢地区（ か ん 排⑵)
金矢地 区（ 暗 渠 )
大瀬川西部地区（暗渠⑴)
大瀬川西部地区（暗渠⑵)
大瀬川西部地区（暗渠⑶)
岩 清 水

63,253
95,009
33,800
72,529
85,988
98,987
65,027
85,617
98,617
428
2,263
10,137
13,796
17,646
32,128
83,524

種別・地区名種別・地区名
１０アール当り
金 額（円）

１０アール当り
金 額（円）種別・地区名 種別・地区名

【 経 常 賦 課 金 】

【維持管理事業費】
（前年度の維持管理事業
　費の地元負担分）
宮 手 稲 藤 地 区
高 水 寺
中 央 幹 線
平 沢
志 和 地 区 南 部 １

4,500

100
450
290
160
300

志和地区南部２ ( シ ス テ ム )
片 寄 犬渕 ( 片 寄 １ )
片 寄 犬 渕 ( 片 寄 2 シ ス テ ム )
作 の 沢
南 野 原 ( 石 鳥 谷 )
葛 　 丸 　 上 　 堰
大 　 　 　 　 　 北

【維持管理適正化事業費】
大 興 寺 排 水 路

360
390
580
270
460
100
280

2,280

【賦課期日】平成１９年１１月１日　【納期限】１１月３０日【賦課期日】平成１９年４月１日　【納期限】前期：５月１日　後期：１０月３１日

決済金の支払い決済金の支払い
次のような場合、土地改良区の賦課から除外する手続きと

決済金の支払が必要になります。

●農地を宅地等に転用する場合
●農地を公共事業用地として転用した場合
　（道路・河川・水路等）
●田を畑に転用した場合

手続き及び決済金を納めない場合は、その土地に継続して
賦課されます。
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北幹線水利調整組合

管内水利調整組合（パイプライン地区）

稲荷幹線
宮手稲藤地区
高水寺
野　沢
平　沢
中央幹線赤石
南幹線上流部
志和地区南部
片寄犬渕
南野原(石鳥谷)

上台南寺
石仏幹線

〃
019ー672ー2336
019ー676ー4130
019ー672ー4411
019ー697ー3141
019ー697ー3141
019ー672ー2336
019ー672ー2336
019ー697ー3141
0198ー45ー3541
0198ー45ー3541
0198ー45ー3541
0198ー45ー4416
0198ー45ー4416

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃

組　　合　　名
谷　地　良　典
立　花　靖　行
田　口　祐　功
渡　辺　泰　男
高　野　一　夫
簗　田　嘉　江
高　橋　　　實
弥勒地　武　彦
北　條　憲　一
細　川　信　一
板　垣　邦　博

鎌　田　伊惣治
小田島　　　通

組 合 長 名
㈱十文字組
㈲丸尚建設
橘 建 設 ㈱
㈱ 水 本
㈱ 水 本
㈱十文字組
㈱十文字組
㈱ 水 本
秋柴重機㈱
秋柴重機㈱
秋柴重機㈱

㈱長澤工務店
㈱長澤工務店

担 当 業 者 会社電話番号
019ー673ー7302
019ー673ー7131
019ー673ー7820
019ー673ー6310
019ー673ー5550
019ー672ー3479
019ー676ー5436
019ー673ー6845
019ー673ー7835
019ー673ー6885
0198ー45ー5361
0198ー45ー2573
0198ー45ー2578

電 話 番 号

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

水門

南幹線

葛丸幹線

南幹線

北幹線

稲荷幹線

中央幹線

019ー673ー8375

019ー673ー6638

0198ー45ー6126

0198ー45ー5447

019ー673ー6441

019ー673ー7328

019ー676ー2107

区　分 施 設 名

鱒　沢　歌　子

川　村　光　廣

板　垣　与　治

渡　辺　良　治

鷹　木　　　進

小田中　　　勉

野　崎　嗣　雄

監 視 人 氏 名

稲荷頭首工～分水槽～稲荷小分水

弥勒地分水～大沢分水

葛丸頭首工～開拓分水～大瀬川分水
葛丸一の留～小屋場分水

大瀬川分水～上台分水槽、石仏頭首工

北幹線分水～滝花分水～岩清水取水工

配水槽１号～５号、沢内川取入～両互

中央頭首工～赤石分水

監 視 区 域 電 話 番 号

農作業は気を付けて！農作業は気を付けて！

平成１９年度　配水調整について平成１９年度　配水調整について平成１９年度　配水調整について
ーパイプラインによる給水は上手に使いましょうーーパイプラインによる給水は上手に使いましょうーーパイプラインによる給水は上手に使いましょうー

パイプラインは構造上、下流で水を使っていると上流部の水の出が良くないので、

周りの農作業状況をみながら、上手に使いましょう！

●かんがい期間の土曜・日曜・祝祭日は、職員が出勤し、ダムの観測、配水調整を行います！！

水門・水路監視人　　配置期間　５月２５日～８月２０日

従来どおりパイプライン、空気

弁、給水栓等の破損事故、ゴミ

詰まりについては、水利調整組

合からの連絡により、維持管理

事業・特別会計・個人対応のい

ずれか協議の上、補修工事を実

施しております。

ご理解をお願いします。

パイプライン事故発生時の対応方法パイプライン事故発生時の対応方法

地区担当業者へ

連絡・施工

復旧

個人の場合

復旧連　絡連　絡

水利調整組合が

現地確認し、対応

及び各々連絡する

パイプライン・給水栓・空気弁等の
破損事故・ゴミ詰まり発生！

パイプライン・給水栓・空気弁等の
破損事故・ゴミ詰まり発生！

山王海土地改良区　管理課
（電）019-673-7311
（有）03-5314・5316
追加工事発注・施工

維持管理事業
の場合

パイプライン事故発生時の
対応方法について

パイプライン事故発生時の
対応方法について
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平
成
十
九
年
度
山
王
海
土
地
改
良
区
通
水
安
全
祈
願
神
事
を

満
水
、
溢
流
と
な
っ
た
山
王
海
ダ
ム
で
四
月
十
九
日
実
施
し
ま

し
た
。

　

神
事
に
は
盛
岡
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
伊
藤
室
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
土
地
改
良
区
役
員
、
総
代
長
、
水
利
調
整
組

合
長
、
職
員
等
約
四
十
名
が
出
席
し
、
通
水
の
安
全
と
秋
の
豊

作
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
は
暖
冬
で
雪
が
少
な
く
、
流
入
量
が
心
配
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
山
王
海
ダ
ム
は
四
月
十
五
日
、
葛
丸
ダ
ム
は
四

月
十
六
日
に
満
水
に
な
り
、
配
水
計
画
ど
お
り
の
通
水
が
四
月

二
十
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
「
盛
岡
地
方
田
園
環

境
保
全
再
生
事
業
」
に
採
択
さ
れ
当
土
地
改
良
区
と
ア
ド
プ
ト

協
定
を
結
ん
で
お
り
ま
す
志
和
町
町
内
会
と
志
和
第
一
町
内
会

に
よ
る
御
堂
堰
、
馬
場
堰
の
清
掃
活
動
が
、
春
の
冷
た
い
雨
が

降
る
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
二
つ
の
町
内
会
よ
り
約
八
十
名
の
地
域
の
方
々
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
こ
の
活
動
を
知
っ
た
と
い
う
仙
台
市

の
日
本
工
営
株
式
会
社
か
ら
三
名
の
方
が
参
加
し
、
堰
上
げ
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
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（
養
子
縁
組
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
は
異
に
し
、

地
域
住
民
と
改
良

区
が
「
協
定
」
を

結
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
に

し
た
活
動
で
す
。

【
ア
ド
プ
ト
】

通
水
安
全
祈
願
神
事
開
催

通
水
安
全
祈
願
神
事
開
催

満水になり溢流する両ダム満水になり溢流する両ダム

【通水バルブスイッチを押す高橋理事長】

【葛丸ダム】 【山王海ダム】

ア
ド
プ
ト
活
動

御
堂
堰
・
馬
場
堰
（
紫
波
町
上
平
沢
）



インフォメーションインフォメーションインフォメーション
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山王海ダム「一般公開」山王海ダム「一般公開」

●見学中は安全に気をつけてください。
●ゴミ等は必ず持ち帰ってください。
●車の乗り入れは、できません。 

注意事項

開放時間　午前９時～正午まで

　

◎農地の宅地等への転用

◎公共用地（道路等）の買収による転用

※決済金の納付が必要になります

◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流

◎土地改良施設を出入口等で多目的に

　使用

ご注意下さい！
　公共機関（市町村、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員、

　土地台帳は変更されません。

　手続き等の詳しいことは、当土地改良区（会計課　賦課徴収係）までお問い合わせ下さい。

注意！　滞納賦課金は新組合員に継承されます。注意！　滞納賦課金は新組合員に継承されます。
　改良区地区内の農地を売買するとき（競売取得も含む）や、組合員の資格を交替する場合に、

その土地に滞納賦課金があると、土地改良法第４２条第１項（権利義務の承継及び決済）の規定に

より、新しくその土地を取得した方に滞納賦課金の支払い義務が生じることになります。

　後でトラブルが生じないように、農地の売買等の契約をされる場合は、必ず土地改良区に滞

納賦課金についての確認をしていただき、当事者間で滞納賦課金を清算してから、所有権移転

する様にお願いします。

こういう場合は、必ず手続きを！こういう場合は、必ず手続きを！こういう場合は、必ず手続きを！

組合員の資格に異動があった場合

◎耕作地の異動

　（売買・交換・賃貸借契約及び解約）

◎組合員が死亡、又は農業者年金等に

　よる経営移譲

◎組合員の住所、振替口座等の変更

農地を転用する場合 土地改良施設等を利用する場合

電話　０１９－６７３－７３１１　FAX　０１９－６７３－７３６０

平成１９年５月１２日（土） 毎月第２土曜日 第３水曜日平成１９年５月１２日（土）から、 に毎月第２土曜日と 第３水曜日
山王海ダム管理事務所及び周辺が自由に見学できます。
尚、開放時間及び注意事項に気をつけてください。

（１１月下旬頃迄の予定）

み
な
さ
ん
来
て
ね

待っ

て
る
よ
！

み
な
さ
ん
来
て
ね

待っ

て
る
よ
！



　

去
る
三
月
二
十
八
日
東
京

都
千
代
田
区
砂
防
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
四
十
八
回
全
国

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
式
に

お
い
て
、
個
人
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
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発　行　者

水土里ネット山王海

山王海土地改良区

　

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
が
、
本

格
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

事
業
に
よ
り
、
集
落
内
の
農
地
、
農

業
用
施
設
の
維
持
管
理
及
び
環
境
整

備
が
な
さ
れ
、
〝
美
し
い
日
本
〞
の

田
園
風
景
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
共
に
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

「
郷
土
愛
」
「
結
い
」
の
精
神
が
復

活
、
育
成
さ
れ
、
面
的
に
も
精
神
的

に
も
美
し
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 編

集
後
記

祝 表 彰祝 表 彰
高
橋
理
事
長

全
国
土
地
改
良

　
　

功
労
者
表
彰
受
賞

高
橋
理
事
長

全
国
土
地
改
良

　
　

功
労
者
表
彰
受
賞

高
橋
理
事
長

全
国
土
地
改
良

　
　

功
労
者
表
彰
受
賞

高
橋
理
事
長

全
国
土
地
改
良

　
　

功
労
者
表
彰
受
賞

,.

管理課長

小田中雅則

事業係長

大沼　義広
ダム管理係長

鷹觜　孝好
管理係長

鷹觜　浩輝

事業係

浅沼八重子
ダム管理係

熊谷　光浩
管理係

平澤　正成

会計係長

畑山チエ子

賦課徴収係

高岡　良美

賦課徴収係

菅原　和仁

会計課長

阿部　清人
総務課長

櫻井　　久

山王海土地改良区　事務局機構山王海土地改良区　事務局機構山王海土地改良区　事務局機構

管理課 会計課 総務課

事業係 ダム管理係 管理係

●国、県営関係の調査、
　計画の調整

●各種団体、事業協力
　会等の連絡協調等

●一時利用地指定

●確定測量、前提登記
　申請、換地処分

●換地計画

●換地総会、換地事務
　に関する会議

●ダム、構造物維持
　管理

●かんがい用水の
　取水、放流 

●国、県営事業造成
　施設の維持管理、
　保全

●かんがい用排水の
　調整

●土地基盤整備、災害
　復旧事業等　

賦課徴収係 会計係

企画係長

柏原　一弘
庶務係長

浅沼　有朋

庶務係

大沼　利子

企画係 庶務係

●現金出納、組合費の
　納入、諸支払

●決算、給与支払等に
　関する事項

●土地原簿、組合員
　名簿、組合費賦課、
　徴収委任

●土地の移動、組合
　員の資格得喪に関
　する事項

●管理施設及び土地
　使用並びに調査に
　関する事項

●滞納処分、公売公告
　督促、徴収

●総代会、理事会等
　会議に関する事項

●定款、諸規程に関
　する事項

●職員関係

●予算に関する事項

●広報、ホームページ

　に関する事項

●水資源保全に関する

　事項

●農地流動化支援、

　担い手育成支援及び

　調査に関する事項

岩手県紫波郡紫波町上平沢字川原田１５番地〒028－3441
TEL：019ー673ー7311　FAX：019ー673ー7360
ホームページ：http://www.sannoukai.jp

メール：heian@sannoukai.jp
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